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　地域包括ケアシステムの構築が求め
られている中、保険薬局は“薬を渡す
場所”から“地域における健康管理の
中核プラットフォーム”への進化が期
待されている。学術大会の展示ブース
では「薬局大航海時代～未来への羅針
盤～」をテーマに薬局が地域における
健康管理の中核プラットフォームとし
て、この大航海時代を乗り切るための
羅針盤となれるような様々な製品・
サービスを紹介する。
　これまで同社が提供してきた各製品
を一つのクラウドサービスに統合する
新ブランド「次世代コミュニケーショ
ンサービス AnyCOMPASS」。その第１
弾として、６月にサービスを開始した
クラウド版電子薬歴は、薬歴システム
を単なる薬歴管理だけではなく、“地
域医療のコミュニケーションツール”
として、保険薬局を支えるべきシステ
ムと考えられており、『しっかり・ス
ピーディー・繋がる』の３点をコンセ
プトに開発されている。

　患者の主訴からプロブレムを確実に
把握し、プロブレムの対策状況を見え
る化することで、患者ごとの服薬指導
を『しっかり』とサポート。画面はユ
ニバーサルデザインを採用し、必要情
報をシンプルに表示することで、患者
情報、処方変化、過去の薬歴などを一
目で把握できるようにした。
　確認・指導が必要な項目は、赤マー
クの表示（特許取得済み）で、薬歴記
載を『スピーディー』に。また、独自
に搭載しているタイムライン機能（特
許取得済み）では、患者、医師、薬剤
師の『繋がる』コミュニケーションを
サポートする。AnyCOMPASSでは、
今後在庫管理や経営分析といった本部
機能など、薬局薬剤師ＤＸに必要とな
るサービス拡張を予定している。
　また、厚生労働省が提唱するデータ
ヘルス改革においては、電子処方箋を
軸に各種医療情報をクラウド上で連携・
活用して薬局薬剤師ＤＸの実現を目指
しており、同社も三菱電機グループの

電子署名技術を活用した電子処方箋向
け署名機能をリリース。リモート署名

（カードレス署名）にもスピーディーに
対応し、今後はマイナンバーカード対
応も早期に予定し、薬局の電子処方箋
の基盤整備をサポートしている。
　同社は、過去35年以上にわたって薬
局向けシステムの開発や販売を手がけ
てきた。保険薬局向けシステム「調剤
Melphin ／DUO」シリーズは、処方箋
受付から服薬指導まで保険薬局の業務
を幅広くカバー。セミセルフ型自動釣

銭機とも接続可能な保険薬局に特化し
たＰＯＳシステムとの連動や、チェー
ン薬局の管理業務をサポートする在庫
管理／経営支援／薬歴共有といったク
ラウド型本部システム等、多彩な周辺
システムをラインアップし、薬局業務
をトータルにサポートしている。
　薬局・薬剤師への期待の高まりと共
に薬局の業務領域は拡大の一途をた
どっているが、同社は製品やサービス
の提供を通して、薬局の変化をサポー
トしていく考えだ。

三菱電機ITソリューションズ「AnyCOMPASS」

薬局大航海時代―未来への羅針盤

　薬剤師が対人業務に専念できる新
しい調剤業務のスタイル「z e r o f o r 
Pharmacy」。調剤ロボット、機器、シ
ステムや電子カルテシステムを販売す
るユヤマが考える新調剤コンセプト
だ。その実現のために、まずは調剤機
器「ゼロシリーズ」の普及を目指す。
　時代が進むにつれて薬剤師が活躍す
る場面も拡がり、調剤を中心とした「対
物業務」から患者を中心とした「対人
業務」へとシフトされてきた。しかし、
調剤室での調製作業に多くの時間が取
られ、薬学的知識に基づいたきめ細や
かな服薬指導等、「対人業務」となる
患者への対応が難しくなっていること
から、薬剤師以外の人に調剤機器の操
作を安心して任せられる新しい調剤業
務のスタイルを構築する必要がある。
　人が操作する以上避けることのでき

ないのがヒューマンエラーの発生と、
機器を操作する薬剤師以外の人が判
断を加えてしまい処方と異なる調剤が
されるかもしれない、といった課題が
ある。
　同社では、その対策として調剤機
器「ゼロシリーズ」として、水剤分
注機「miniAQUA-zero」、鑑査システ
ム一体型自動散薬秤量機「auto onedy-
z e r o」、自動秤量機能付き散薬分包機
「SR-zero」の発売を開始。新コンセ
プト「zero for Pharmacy」実現を目指
している。
　新コンセプトは、薬剤師が調剤ス
ペースに滞在する時間をゼロにする
「ゼロファーマシスト」、ヒューマン
エラーによる調剤過誤をゼロにする
「ゼロエラー」、全自動での調製作業
に関わる時間をゼロにする「ゼロタイ

ム」の三つの「ゼロ」
　その中でも「SR-zero」は、専
用のカセットから散剤の必要量を
秤量しながら自動的に払い出し、
配分、分包する。薬品カセットを
装着するのは人だが、散薬カセッ
トにはＲＦＩＤチップが付いてお
り、処方と異なるカセットがセッ
トされているとエラーでお知ら
せ、スタートしない仕様になって
おり、ヒューマンエラーを未然に
防止する。また、本体幅76㎝のコ
ンパクトサイズながら、散薬カ
セットを最大で五つまでセットで
きる点も特徴の一つだ。さらに、
量の少ない分包にも対応。１カ
セット当たり最小0.3ｇから払い
出せる。分包完了後は、散薬の通
る経路に重曹を流し込み自動で清掃す
る等、安全性も高いレベルで実現して
いる。
　薬剤師以外の方に操作を安心して任
せることで、ますます重要になった薬
剤師の対人業務の時間確保のツールと

して期待される。
　第56回日本薬剤師会学術大会付設薬
科機器展示会（和歌山県民文化会館）
では、「SR-zero」をはじめ、タスクシ
フトにつながる最新の調剤機器を多数
展示する予定だ。

ユヤマ「SR-zero」

「zero for Pharmacy」目指して


